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研究成果の概要（和文）：主に北海道の博物館・資料館等が所蔵する中生代の海生脊椎動物化石標本を調査し、
詳細な形態比較を含む記載を行い、同層群の分布域での野外調査を行った。その結果、中川町エコミュージア
ム、留萌郡小平町教育委員会、むかわ町穂別博物館の所蔵する首長竜・モササウルス類・ウミガメ類・サメ類標
本の研究成果を査読付き論文や学会発表などで公表し、ポリコティルス類首長竜では世界初となる骨組織学研究
も行った。その一方で蝦夷層群上位の根室層群からは脊椎動物化石の報告が極端に少なく、同層群の再調査が必
要である。化石標本の学術研究に対する意識には機関や自治体による差があり、研究成果の普及活動にも積極的
に取り組んだ。

研究成果の概要（英文）：In this research I visited many local museums in Hokkaido which (possibly) 
possess fossi specimens of Mesozoic marine vertebrates from the Upper Cretaceous Yezo Group for 
descriptive studies including detailed comparison with related specimens of Japanese and overseas 
institutions. Field work in fossil-yielding areas were also carried out.  Research results based on 
the specimens at Nakagawa Eco Museum, the Board of Education of Obira Town, and Hobetsu Museum are 
published in reviewed journals and/or conference presentations.  The histological study on a 
polycotlid plesiosaur specimen was the first of this kind in the world and provided information on 
the ontogenetic stage of this specimen.  In contrast to their richness in the Yezo Group, marine 
vertebrate specimens from the overlying Nemuro Group are very limited in number, suggesting the need
 for further research.  To raise awareness of the importance of scientific research, I also engaged 
myself into outrearch activities.

研究分野： 古生物学

キーワード： 化石
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１．研究開始当初の背景 
 
後期白亜紀は地球規模の温暖化に伴う

OAE や CT 境界の絶滅、大規模な海水準変
動などが海の生態系に大きな影響を与えた
と考えられる時期である。このような変化を
北太平洋で層序学的に連続して調査できる
唯一の地域が日本であり、世界規模のスケー
ルで中生代の海生爬虫類の進化を理解する
上で重要なデータポイントとなっている。化
石産地の博物館・資料館などの所有する地元
産化石のコレクションは、化石の分類学的・
層序学的分布の貴重なデータソースである。
しかし、標本の大部分は骨格の一部が非常に
硬いノジュールに含まれて断面が露出して
いるのみであることが多く、各骨格要素の三
次元の形態や組織学的特徴をある程度把握
した専門家でなければ部位や分類群の同定
は難しい。更に、大部分の標本所蔵機関では
設備やスタッフが不足しているために標本
のクリーニングが追いつかないことも同定
の困難さに拍車をかけている。そのため、学
術的に重要な標本があっても見逃されてい
る可能性が非常に高い。 
 
 
２．研究の目的 
 
主に北海道の博物館・資料館などが所蔵し

ている中生代の海生脊椎動物化石のコレク
ションをしらみつぶしに観察・同定し、学術
的な価値が高い可能性があるものはクリー
ニングや記載を進める。中生代の海生爬虫類
化石が多産する地域で地質調査を行い、既知
の標本の産出層準を確認すると同時に新規
標本の採集を目指す。 
 
 
３．研究の方法 
 
骨学的な記載に必要な形態学的なデータ

の収集には、スケッチ・ノギス等による計
測・写真撮影・作図 scientific illustration が
含まれる。損壊のリスクなどの問題で標本の
移送が難しい場合、研究代表者が所蔵機関を
訪問して形態学的なデータ収集や、クリーニ
ングが必要な標本のクリーニング法指導な
どを行う。研究代表者の所属機関の設備を用
いた調査・処理が必要な部位は、その部位だ
けを運送する。記載・同定に必要な国内外の
比較標本のデータを電子化し、併せてデータ
が不足している分類群の標本は国内外の博
物館を訪問して集める。野外調査は北海道の
蝦夷層群を中心に行う。 
 
 
４．研究成果 
 
 道央～道北の蝦夷層群分布域の標本所蔵
機関の大部分が同層群産の脊椎動物化石を

所蔵・展示し、地元でアマチュアなどに採集
された化石標本の受け入れにも積極的なと
ころが多いことが明らかにあった。しかし学
術研究の対象としての意識には差があるた
め、研究者側からの積極的な働きかけ（標本
管理の手伝い、教育普及活動への協力など）
を行った。例えば、博物館などの標本管理施
設がない留萌郡小平町では、教育委員会が所
蔵するウミガメ上科やモササウルス上科の
標本の学術研究を行い成果を論文・学会発表
等で公表し、プレスリリースなどの広報活動
にも積極的に取り組み、標本台帳の基礎とな
るデータ一覧を作成した。 
一方、以前から積極的に化石標本の学術研

究を推進している勇払郡むかわ町穂別博物
館では、所蔵する複数の首長竜標本の記載を
進め、HMG357（ポリコティルス類首長竜の断
片的な標本）の記載と生層序学的重要性を指
摘し、ポリコティルス類標本では世界で初め
て組織学的な記載も行い、成果を論文として
公表したほかプレス発表も行って、ともすれ
ば避けられがちな標本の破壊分析を伴う組
織学的研究の意義を示した。また、同館の所
蔵する蝦夷層群産の保存状態のよい HMG 1と
1067（エラスモサウルス類とポリコティルス
類）については、海外産の同年代の標本を実
際に観察して比較データを充実させ、先行研
究の解釈の修正を含む再記載や記載の準備
が順調に進んでいる。 
道東の根室層群分布域では大型化石の所

蔵機関自体が少なく、所蔵するコレクション
にも脊椎動物化石がほとんど含まれていな
かった。北海道の上部白亜系最上部の脊椎動
物化石の調査研究は 1990 年代以降実質的に
滞っているが、西日本では同年代の和泉層群
などからサメ類や爬虫類の脊椎動物化石が
多数産出していることから、同層群の再調査
が必要であると考えられる。 
 また、中川郡中川町で行った野外調査では
礫岩層から多様な脊椎動物・無脊椎動物の化
石が産出していることが確認でき、これまで
に未報告の種も含まれていることが示され
ている。一部の成果は学術論文や学会発表と
して公表したものの、今後もクリーニングと
同定・記載を地道に続けていく必要がある。 
 
 ＜訪問調査機関＞  
日本国内：北海道博物館、北海道大学（以上
札幌市）、穂別博物館（勇払郡むかわ町）、中
川エコミュージアム（中川郡中川町）、三笠
市立博物館、小平町教育委員会、苫前町郷土
資料館、羽幌町郷土資料館、遠別町生涯学習
センター、天塩町天塩川歴史資料館、根室市
歴史と自然の資料館、愛冠自然史博物館（厚
別町）、釧路市立博物館、国立科学博物館（茨
城県）、大阪市立自然史博物館、鹿児島大学
理学部 
 
国外： Southern Methodist University 、 
Baylor University 、 Museum of Northern 



Arizona、University of California Museum 
of Paleontology（以上アメリカ合衆国）、
Royal Tyrrell Museum of Palaeontology, 
Manitoba Museum（以上カナダ）、など 
 
 ＜野外調査地域＞ 北海道中川郡中川町
安平志内川・留辺蘂川・ニオ川、勇払郡むか
わ町穂別川上流、根室市落石 
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